上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　第２８号　２００２年４月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)
（１面）
３月予算議会のポイント
3月定例会は、8日から22日までの15日間の会期で開かれました。
16年度一般会計予算、国民健康保険・介護保険特別会計予算などの
審議が行われ、予算特別委員会の委員長を務めさせて頂きました。
町財政の危機管理などについて一般質問をしました。(2、3面に掲載)
☆一般会計予算は79億円、財源難でも大型予算
　◆16年度一般会計予算は、歳出・歳入とも79億377.2万円と、15年度当初
　予算に比べ、実質2.4億円、3.2%の減額。かってない財源難でありながら、
　土木費11.3億円（前年度比89.5%増額）などの大型予算となっています。
　◆財源難には、２つの主な要因があります。１つは、町税収入が構造的に
　　落ち込み、15年度決算見込みで遂に18.5億円となりました。２つは、
　　「三位一体改革」で、国からの移転財源である地方交付税が赤字地方債と
　　併せて、前年度比で約4億円減額（税源委譲は5千万円余）となる見込み。
　◆そのため歳出では、一般職の管理職手当ての削減などの経費削減が行われ
　　ました。その一方で継続事業と称して、土木費に住環境整備事業や道路網
　　整備事業などが盛り込まれました。これが大型予算の実態です。
☆16年度の財政運営は“危機管理”として
◆「収入が減っても事業は止められない」。そこで町税の徴収強化（前年度
　見込額の1.3億円、7.5%増額）と町債（借金、16年度末残高180億円）に
　頼る予算となっています。基金の蓄えは、16年度末わずか1.1億円に。
　◆財政運営の大原則は「入るを量りて出るを制す」です。町予算は、逆に
　歳出が優先で、歳入が従属になっています。こうした綱渡りの財政運営は
　“危機管理”として、緊張感をもって取り組まなければなりません。
◎7町合併協議が、いよいよヤマ場に差し掛かる
　昨年6月以来、10回の合併協議が行われ、今年後半には説明会や住民投票が
　予定されています。会議は公開されており誰でも傍聴可能です。日程などは
　上牧町地域活性課や議会事務局でも案内しています。（電話：0745-76-1001）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　呼びかけ：７町合併協議ヤマ場に、活発な議論を！
（２面）
一般質問しました
小泉内閣「三位一体改革」で、地方交付税が実質12%減額となり、
多くの自治体は予算編成に四苦八苦しています。上牧町も例外で
ありません。しかし、こうした全国的な動きの陰に隠れて、わが
上牧町が置かれている状況に見合った予算編成が行われたのか、
今後の財政運営に懸念はないのか、広く住民・納税者の立場から
厳しく検証しなければなりません。（かっこ内の注釈は堀内）

(1)町財政の危機管理と16年度予算編成について
1)蓄えもない、借金もできない
　Ｑ県内でも、蓄えである基金(＊1)は予算規模から見て最低の水準。起債制限
　　比率（財政規模に占める借金の割合）は、御所市に次いで高い。町財政は
　　「蓄えもない、これ以上借金もできない」のが現状であるが‥　　　（堀 内）
　　　＊1.基金が14年度末で2.6億円は、野迫川村、菟田野町に次いで下から3番目。
　Ａハッキリと数字に出ているのでその通り。ただ、少しでも積み立てられる
　　ように努力し、事業も慎重に検討して行かなければならない。 　（総務部長）
2)財政再建団体に相当する？
　Ｑ16年度末の町債残高は180億円、町長就任からの7年間で5割近く増えた。
　　財政の実態は、財政再建団体（＊2）に相当すると推測されるが、どうか。
　　　＊2.実質赤字が標準財政規模の20%超、起債制限（借金の規制）などを受ける。
　　　　　上牧町の場合、9億円の実質赤字で財政再建団体に該当する。
Ａこのまま行ったら19年度位で20（%）になるのではないかと、考えている。
　そのようにならないように、慎重に考えながら進めて行きたい。 （総務部長）
Ｑ財政再建団体に相当すると判断している理由は２つある。１つは臨時財政
　対策債（赤字補填ための借金、交付税に加算）残高が16年度末で14億円。
　２つは土地開発公社（16年度は町の債務保証で58億円の借り入れ予定）を
　精算すれば最低20〜30億円の赤字が発生する見込み。福岡県赤池町は、土地
　開発公社の解散で21億円赤字を計上し、財政再建団体になった事例。
Ａ憶測で質問されたが、いまのところはそのように考えていない。 （総務部長）
3)町の財政運営にも“危機管理”を
　Ｑ“危機管理”は、災害、事故、事件などの非常事態に通常使われるが、町の
　　財政運営においても必要・不可欠である。「蓄えもない、これ以上借金も
　　できない」状態で、近年に確実とされる南海・東南海地震でも発生した時に、
　　住民の生命・財産をどう守るのか、町長に聞きたい。
　Ａ危機管理の話があったが、簡単にいえば今年も何とかこういう予算が組めた
　　ことが、一番大事ではないかと思う。推定の話は余りしたくないのだが、
　　南海地震とか東南海地震が起こった場合、それはその時、大いに色んな
　　方法で考えて行かなければならない。　　　　　　　　　　　　　（町 長）


（３面）

4)土木費の大幅な増額だけは、特別扱い？
　Ｑ16年度一般会計予算の特徴は、①毎年減額となってきた町税の増額、②地方
　　交付税などの減額と所得譲与税の計上、③土木費の大幅な増額、④一般職の
　　管理職手当ての減額である。この予算は、収入が減っても無理な借金を
　　重ねて、道路網整備などの事業を従来通り強行しているのでは‥　　（堀 内）
　Ａただ静香苑（3町共同で建設する葬祭場）への進入路は、議会にもはかって
　　いるので、先の堀内議員の発言は心外である。　　　　　　　　　　 （助 役）
　Ｑいま助役から心外だとの発言があったが、厳しい予算だからこそ、他の道路
　　建設を一時ガマンし、予算全体に加重にならないように考えられないのか。
　Ａ道路網にしても町長の希望通りできればよいが、絞っている。こういう財政
　　事情でもあるので、文化センター通りだけでも集中させた。　　   （助 役）
　　　（下段の16年度予算事業のうち、道路改良工事★を参照されたい。）
5)一般職の管理職手当て減額は、順序が違うのでは
　Ｑ一般職の管理職手当てが減額された。その前に特別職（町長ら4役、議員）
　　報酬から先に減額するのが常道ではないのか。特別職報酬審議会を開催し、
　　意見を聞くことを要望するが、どうか。
　Ａ特別職の報酬は、10年来上がっていない。他（町）は1〜2回は増額して
　　おり、その分（上牧町は）下がっていると考えている。　　　　　　（町 長）

一般質問では、このほか(2)介護予防事業の拡充について、(3)住民参加による
屋外広告物の簡易除去制度の活用について、それぞれ質疑し提案を行いました。

16年度予算では、どんな事業が？　（※財源の内訳）
・服部台1〜記念病院前 道路改良工事★
　　　　　　　　2億5,756万円（※国庫補助1,028万円、地方債2億3,680万円）
・静香苑葬祭場侵入路 道路改良工事★
　　　　　　　　1億7,428万円（※国庫補助9,350万円、地方債7,260万円）
・桜ヶ丘3〜ゆりが丘〜新町 道路改良工事★2,984万円（※地方債2,930万円）
・文化センター前 道路改良工事★2,962万円（※地方債2,910万円）
・住環境整備事業3億9,392万円（※国庫補助6,056万円、地方債2億8,020万円）
　　総事業費9億6,742万円、小集落地区改良事業の残りを一般事業に切り替え、15〜
　　19年度の予定（延伸は可能）で実施。国庫補助は2分の1、残は地方債か一般財源。
・緑ヶ丘公民館建設事業4,000万円（※地方債3,600万円）
・上牧小学校運動場整備事業3,960万円（※国庫補助1,320万円、地方債2,640万円）
・道路水路改修事業2,000万円（※一般財源2,000万円）
・シルバーふれあい旅行1,170万円（※一般財源585万円）
・中学生豪州派遣事業1,026万円（※一般財源726万円）
　呼びかけ：町財政運営、あくまで「危機管理」の発想で！



（第４面）
15年の収支と資産を公表
☆15年の議員給与は、支給額486.5万円でした。

	　　15年収入の部　　　　　円
	　　15年支出の部　　　　　円

	　議員給与

　老齢厚生年金

　退職企業年金

　委員報酬（合併協）

	　4,865,000

　2,547,494
　　660,960

　　 70,000


	　活動報告印刷費

　通信費、接続料

　交通費、宿泊費

　燃料費、通行料

　機材購入償却費

　図書費、資料代

　研修費、諸会費

　保険料、共済費

　公租公課

　生活費、雑費
	　　348,000

　　864,000
　　430,260
　　183,716
　1,004,758
　　308,772
　　460,000
　1,153,274
　　568,360
　2,822,314

	　合　　計
	　8,143,454
	　合　　計
	　8,143,454


☆15年末現在の資産総額は、時価3,306.5万円でした。
　・ eq \o\ad(不動産,　　　　)　　所在：上牧町桜ヶ丘１-18-１
　　　宅 地 （面積：236.57㎡）
　　　　　　　固定資産評価額：18,981,619円、市場価格：23,184,000円
　　　住 宅 （延べ床面積：112.13㎡、木造瓦葺２階建、建築後27年）
　　　　　　　固定資産評価額： 1,860,061円、市場価格： 2,016,000円
　・ eq \o\ad(預貯金,　　　　)　（15年12月31日現在残高）　　　　　　　  7,865,205円 
　・資産総額(※不動産市場価格と預貯金残高の合計)　   　33,065,205円
　　※資産総額は、14年末に比べて396.6万円の減少となっています。主として
　　　持ち家の市場価格下落と選挙費用による預貯金の減少によるものです。

	　　ホームページを公開しています

　　　「市民のこえ」の電子版です。みんなの広場として

　　　“掲示板”を用意しました。気軽にお使いください。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　　話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


　おことわり：古紙100%の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解下さい。
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